
 

 

令和３年５月４日  

 

     空母艦載機着陸訓練（ＦＣＬＰ）の岩国基地予備施設指定、 

空母着艦資格取得訓練（ＣＱ）に関する要請について 

 

 

 本日、中国四国防衛局から、下記のとおり、岩国基地の予備施設指定を含む空母艦載機

着陸訓練（ＦＣＬＰ）の実施予定について連絡があり、当該連絡に対して要請を行いまし

たので、お知らせします。 

この連絡を受けて、本日下記３のとおり訪問し、要請しますので併せてお知らせします。 

記 

１ 中国四国防衛局からの連絡内容（ＦＣＬＰの実施及び予備施設指定） 

 (1) 硫黄島における着陸訓練 

   ・訓練期間 ５月５日(水)～５月15日(土) 

    ・訓練時間 11：00～翌３：00 

    ・訓練機種 空母ロナルド・レーガン艦載固定翼機全機種 

(ＦＡ－１８Ｅ、ＦＡ－１８Ｆ、ＥＡ－１８Ｇ、Ｅ－２Ｄ、Ｃ－２Ａ) 

(2) 予備施設（天候等の事情で硫黄島において訓練が実施できない場合の代替施設）

の指定 

     ・指定施設 三沢飛行場、横田飛行場、厚木飛行場及び岩国飛行場 

 

２ 連絡時の確認事項、電話要請及び回答 

(1) 日 時 ５月４日(火) 10時10分 

(2) 相 手 方 中国四国防衛局企画部長  鍋田 克己（なべた かつみ） 

(3) 要 請 者 基地政策担当部長  山中 法光（やまなか のりみつ） 

(4) 確認事項 

   ア ＦＣＬＰの予備施設指定について 

     予備施設の指定期間及び訓練時間はどうなるのか。 

   イ ＣＱの実施方法について 

     ＣＱは、昨年は新型コロナウイルスの影響により、岩国に帰還することなく、

全て、硫黄島付近の洋上で実施されたが、今年はどのように実施されるのか。 

(5) 確認事項に対する回答 

ア ＦＣＬＰの予備施設指定について 

    予備飛行場の期間等については、米側から情報を得られれば、お知らせする。 

イ ＣＱの実施方法について 

現時点では、まだ米側から情報を入手できていない。 
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(6) 要請内容 

ア 岩国基地におけるＦＣＬＰ予備施設指定に関する要請 

国から、次のとおり米側へ要請されたい。 

① 岩国基地を使用することなく、硫黄島で所要の訓練を完了すること。 

② 今後の訓練において、岩国基地を予備施設に指定しないこと。 

イ ＣＱに関する要請 

○ＦＣＬＰ終了後に洋上で行われるＣＱの実施予定について情報提供されたい。

併せて、ＣＱについて、昨年同様にＦＣＬＰ終了後、岩国基地に帰還せず硫黄

島付近の洋上で実施するよう国から米側に要請されたい。                           

○実施期間中に岩国基地に帰還する場合には、国から次のとおり米側へ要請され

たい。また、新たな情報が得られれば速やかに提供すること。  

① 地元の負担を考え、最終着陸時刻が滑走路運用時間内の 23時までとなる

よう、国から米側に求めること。 

② やむを得ず 23時以降に岩国に着陸する場合は、岩国日米協議会の確認事

項を尊重し事前通報すること。 

③ 滑走路運用時間内においても、可能な限り騒音の軽減に努めること。 

※口頭要請に併せて、事前連絡が訓練実施の直前１日前となったこと及び予備施設

の指定期間が示されなかったことについて遺憾の意を伝えた。 

(7) 要請に対する回答 

ア 岩国基地におけるＦＣＬＰ予備施設指定について 

○防衛省としては、硫黄島においてＦＣＬＰが着実に実施できるよう米側を支援

するとともに、地元の皆様の負担軽減のためにも、硫黄島において訓練される

よう、米側に繰り返し求めていく。 

イ ＣＱについて 

○ＣＱは、ＦＣＬＰ実施後 10 日以内に開始しなければならないものと承知して

いるが、その実施予定に係る情報については、米側から情報が得られ次第、速

やかに情報提供する。 

○昨年のＣＱは、硫黄島近海の洋上で実施されたところ、この形態は、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大防止のための、昨年に限った措置であると認識してい

る。今回の実施形態については、米側から情報が得られ次第、速やかに情報提

供する。 

○防衛省としては、今回の訓練について実施期間中に岩国基地に帰還する場合に

は、米軍に対し可能な限り滑走路運用時間内の 23 時までに岩国飛行場へ帰投

するよう申し入れたところであり、今後とも引き続き、米側へ求めていく。 

○防衛省としては、岩国飛行場周辺の皆様が安心して安全に暮らせる環境を確保

することは極めて重要であると認識しており、23 時以降に岩国に着陸する場

合は、事前通告に関する岩国日米協議会の確認事項を尊重するとともに、可能

な限り騒音の軽減に努めるよう米側に申し入れたところである。 

○米側には、引き続き更なる情報が得られるよう努める。 
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３ 今後の対応 

 山口県基地関係県市町連絡協議会（構成自治体：山口県、岩国市、柳井市、周防大島

町、和木町）として、国及び米側に対し、岩国基地におけるＦＣＬＰに関する文書要請

を行う。 

 また、ＣＱ及びＦＣＬＰ前後等の航空機騒音に関する口頭要請も併せて行う。 

(1) 要請内容 

ア 岩国基地におけるＦＣＬＰに関する要請（文書要請） 

① 硫黄島において所要の訓練を実施、完了すること。 

② 岩国基地を予備施設に指定しないこと。 

※国に対しては、以上２点を米側に求めることを要請する。 

イ ＣＱに関する要請（口頭要請） 

上記２（６）イで口頭要請した内容を改めて要請            

ウ ＦＣＬＰ前後等の航空機騒音に関する要請（口頭要請） 

 今年は３月及び４月に騒音増大に伴う苦情が増加している状況にあり、今後も

騒音への懸念があることから、ＦＣＬＰ前後の訓練も含め騒音の軽減に努めるこ

と。 

※国に対しては、上記の内容を米側に求めることを要請する。 

(2) 要請日 ５月４日（火) 

(3) 要請先 

① 訪問 米海兵隊岩国航空基地 行政・連絡調整室（14時～） 

  ［米海兵隊岩国航空基地司令官あて］ 

   (要請者) 山口県基地関係県市町連絡協議会 

山口県：岩国県民局次長  藤中  晃（ふじなか あきら） 

岩国市：基地政策担当部長 山中 法光（やまなか のりみつ） 

※協議会構成自治体を代表して県・岩国市が要請 

② 訪問 岩国防衛事務所（14時 45分～） 

［防衛大臣、中国四国防衛局長及び岩国防衛事務所長あて］ 

（要請者）上記①の要請者と同じ 

③ 要請書郵送 駐日米国大使、在日米軍司令官、在日米海軍司令官、外務大臣 

 

 ※要請結果については、概要をとりまとめの上、記者配布します。 

            

 

 問い合わせ先：基地政策課 電話 29-5024 


